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〇序文

　本書は、平成30（2 018）年度に山梨県埋蔵文化財センターが実施した峡南地域単位制・総合制高校建
設事業に伴う発掘調査の概要を報告するものです。
　発掘調査では、平安時代の集落跡や、中世後半頃の水田跡と畑跡が見つかりました。平安時代の集落跡
では、50 軒の竪穴建物跡をはじめ、集落の中心を流れる川跡１条、墓と思われる配石遺構などが見つかっ
ており、峡南地域における平安時代集落の一端を初めて垣間見ることができました。竪穴建物跡の中には、
鍛冶炉と思われる壁面が焼けた土坑を持つものがあり、調査区のいたるところで鞴羽口や鍛冶滓などが
出土していることから集落内で活発に鍛冶が行われていたと考えられ、当地域の活動のようすが明らかに
なりました。また、中世後半頃の水田跡では、石積み護岸を持つ用水路が水田に水を供給する状況が見
つかり、当時の農業土木技術を目の当たりにすることとなりました。この水田跡には、河川氾濫による
被災痕が残っており、水田跡の廃絶状況まで見ることができます。
　新町前遺跡が所在する市川三郷町市川大門地域の低地地域は、新町前遺跡が見つかるまでは遺跡の空
閑地として、その土地利用の歴史は無いものと考えられていました。それは、地表面付近に厚く堆積し
た砂礫層による先入観から地元住民をはじめ誰しもが考えていたことです。ところが、遺跡が砂礫層に
よりパックされて良好な状態で保存されている状況が今回の調査を通して明らかとなり、今後の市川大
門地域の歴史を紐解く重要なカギとなっていくと考えられます。この新町前遺跡の発掘調査成果が、地
域の歴史研究を考える機運への起爆剤となることを願っております。

2 0 2 1年 3月
山梨県埋蔵文化財センター
所　長　　佐久間浩之
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〇例言
	 １．本書は平成30（2 018）年度に実施した山梨県西八代郡市川三郷町市川大門に所在する新町
	 	 前遺跡（しんまちまえいせき）の発掘調査の概要報告である。
	 ２．調査は峡南地域単位制・総合制高校（現 青洲高校）建設工事に伴って、山梨県教育委員会埋蔵

文化財センターが実施した。なお、山梨県埋蔵文化財センターは令和２（2020）年度から、山梨
県教育委員会から山梨県観光文化部に移管されている。

	 ３．本書の執筆・編集は御山亮済が担当した。
	 ４．本書に関わる出土品、記録図面、写真等は一括して山梨県埋蔵文化財センターに保管してある。



１．調査の経過
　新町前遺跡は、峡南地域単位制・総合制高校（現 青洲高校）建設に先立ち平成 29 年度に実施した試掘調査に
より新たに発見された遺跡である。施工に当たり本校舎の基礎杭を打ち込むことから、遺跡保護のために記録
保存を目的とした発掘調査を行うこととなり、平成 30 年度に建設予定地の約 5,700㎡の範囲を 2面の遺構面を対
象として発掘調査を実施した。
　発掘調査は平成 30 年 4 月 26 日から平成 31 年 2 月 4 日までの期間で実施したが、事業用地内に既設の市川三
郷町民体育館及び同町民会館の解体作業と並行して実施したため、Ⅰ～Ⅳ区に分けて順次着手し、各区の調査
及び埋め戻しを実施した。各区の区割りは、旧市川高校グラウンドを事業用地とする北側の調査区をⅠ区（約
600㎡）、旧町民体育館跡地と旧市川高校グラウ
ンド南側を事業用地とする調査区をⅡ区（約1,300
㎡）、旧町民会館跡地を事業用地とする調査区を
Ⅲ区（約 3,500㎡）、旧市川高校グラウンドへ続
く舗装道路を事業用地とする調査区をⅣ区（約
300㎡）とした。
　調査期間は、Ⅰ区を 4 月 26 日から 10 月 5 日
までに埋め戻しを行い、Ⅱ区は 7月 11 日に、Ⅲ
区は 9月 19 日にそれぞれ着手して、両区を一括
して 12 月 25 日までに埋め戻した。Ⅳ区は 1 月
10 日に着手して 2月 4 日までに埋め戻し、新町
前遺跡第 1次調査の全調査工程を終了した。

第 1 図　新町前遺跡（第 1 次）調査区割り

新町前遺跡（第 1 次）遠景（旧市川高校を望む）
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番号 遺跡名 時代 種別 備考 番号 史跡等名称

1 新町前遺跡 平安・中世 集落跡 Ａ 押切刑場及び青洲堤

2 御屋敷遺跡 奈良～中世 城館跡 市川三郷町教委・山文研2016 Ｂ 市川陣屋

3 平塩館跡 平安・中世 城館跡 源義清配流の地伝承地 Ｃ 弓削神社

4 上野古墳群 古墳 古墳 Ｄ 宝寿院

5 一条氏館跡遺跡 縄文～中世 集落跡 三珠町教委1988、1991、1993 Ｅ 表門神社

6 上野遺跡 縄文～古墳・中世 集落跡 三珠町教委1989

7 一城林遺跡 弥生 集落跡

8 エモン塚古墳 古墳 古墳 Ｇ 押切の渡し

9 今福村東遺跡 近世 散布地 Ｈ 忍の渡し

10 延里遺跡 近世 散布地 註）

11 中道下遺跡 近世 散布地 教委・・・教育委員会

12 沖村遺跡 近世 散布地 山文研・・・(公財)山梨文化財研究所

Ｆ
大塚邑水路新造碑

代官中井清太夫生祠

２．遺跡の周辺環境
　新町前遺跡は西八代郡市川三郷町市川大門に位置し、標高約246ｍの場所にある。市川大門地域は御坂山地
を発する芦川により形成された扇状地に該当し、扇状地中央を北流する芦川左岸に展開している。明治時代の
地形図によると、芦川と笛吹川と釜無川の三河川が市川大門地域の北側で合流しており、芦川の下流域である
低地地域は洪水や河川氾濫などの災害が多発した地域である。したがって、既知の遺跡は扇状地の縁辺部にあ
る台地上に位置しており、縄文時代～古墳時代の集落跡が主に分布している。また、エモン塚古墳や上野古墳
群といった古墳も同様に比較的標高が高い台地上に分布する。古代以降も、甲斐国の天台宗の拠点として知ら
れる平塩寺や延喜式内社
の弓削神社といった拠点
的施設が台地上に展開す
る傾向にある。近世には、
甲斐国の中西部の支配拠
点として設置された市川
陣屋が扇状地の扇央部に
展開する市川大門村に設
置されるが、当該範囲は、
国土地理院の治水地形分
類図によると村全体が自
然堤防上に収まり、芦川の
扇央部でも河川氾濫の危
険性が少ない地域を選ん
でいると考えられる。
　新町前遺跡の周辺では、
現時点で把握されている
遺跡は皆無である。従前
には、扇状地扇央～扇端
部に遺跡が無いとされて
いた。それは、掘削する
とすぐに円礫を含む砂礫
層が厚く堆積している氾
濫原という認識（先入観）
から、遺跡の空閑地とさ
れていたからである。し
かし、新町前遺跡の発見
により、厚く堆積した砂
礫層の下に遺跡が良好な
状態でパックされている
可能性が示唆されたため、
今後の積極的な遺跡分布
の把握が待たれる。

第２図　新町前遺跡の位置と周辺の遺跡
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３．発見した遺構と遺物

【確認した生活面と時代】発掘調査では、平安時代後
期～中世後半までの文化面を２面調査した。今回の調
査区では、表土直下で径約 10 ～ 20cm の花こう岩を
主体とする円礫を含む砂礫層が厚く堆積する。巨視的
にみると、砂礫層は芦川の現流路に近い調査区の北東
ほど厚い傾向があり、南西に向かうにしたがって薄く
なっていき、調査区Ⅳ区では、砂礫層の堆積自体がみ
られなくなる。当該砂礫層については、既存建物基礎
による攪乱により明確に観察することができなかった
が、粒径の異なる砂礫層の切り合いが認められ、少な
くとも２回以上の河川氾濫により堆積したものと考え
られる。この砂礫層を除去すると、中世後半の水田跡
が表れる。この文化層を第１面とした。
　第１面では、畦畔で区画された 15 枚の水田面と水
田に水を供給するための用水路を確認した。水田作土
層中からは、15 世紀頃のカワラケや陶器、青白磁、古
銭が出土している。原位置を留めていることが明らか
な遺物は無いが、下層包含層中の出土遺物との連続性を鑑み、水田の経営時期をおよそ当該期とした。水田面に
は、南東方面から放射状に延びる氾濫流路が認められる。この氾濫流路は水田面を抉りながら北流し、用水路
を大きく破壊しており、相当激しい災害であったことが窺える。第１面の水田面はこの厚い砂礫層にパックさ
れた状態であったため、復旧作業を行わずに土地利用自体を放棄したものと考えられる。
　第１層を 50cm程度掘り下げると、平安時代後期～末及び中世前半にかけての集落跡を確認した。平安時代の
集落跡は竪穴建物を主体とする建物群により構成されており、発掘調査では 50 軒の建物跡を確認した。竪穴建
物跡は、地山を構成する褐色細粒砂層上に構築されている。この褐色細粒砂層は遺跡形成期以前の河川堆積に
より堆積したものであり、部分的に氾濫流路と思われる礫層が筋状に広がる土地である。数軒の竪穴建物跡は、
この礫層上に建物を建築している。この褐色細粒砂層上には黒褐色シルト層が調査区全域に堆積している。こ
の黒褐色シルト層を掘り込んで、中世前半の遺構が形成されている当該期の遺構として確認できたものとして、
２間×５間もしくは並列する２棟の２間×２間の掘立柱建物跡とその北側に分布する土坑群のみである。

厚く堆積した砂礫層（Ⅱ区東壁）

測量作業風景遺構掘削作業風景
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第３図　第１面遺構配置図

4



6

4,����

網かけ…氾濫流路
斜線…カクラン

SⅠ33 NR01

NR01

SⅠ36
SD4004

SⅠ16

SⅠ05

NR01

SⅠ03

SⅠ23

SⅠ30

SⅠ25

SⅠ37

SⅠ44
SB01

第４図　第２面遺構配置図
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【第１面の調査成果 概要】中世後半頃の水田と畑跡を検出した。水田には、調査区北部において調査区南東方
面より西流する用水路 SD1002 が整備されている。水田の作土層は、表面の水はけは良いが水を含むと粘性が高
くなる褐色のシルトにより構成されており、礫の混入はほとんど認められない。作土層中には 15 世紀代を主体
とする遺物を少量含む。出土遺物にはカワラケ、陶器、青白磁（碗、皿、壺類）、古銭、馬歯などが認められるが、
いずれも破片資料である。遺物を含む作土層の来歴は明らかではないが、同一層が調査区一帯で広範囲に認め
られることから、当該地にあった中世後半頃の文化層を改変して水田とした可能性も視野に入れて検討すべき
であり、その場合、水田の営農時期はさらに下る可能性もある。

【水利の構造】次に水供給システムに着目
する。Ⅰ～Ⅱ区に渡り東西方向に用水路
SD1002 を検出した。水路幅約 1.5 ｍ、深さ
約 0.5 ｍの規模を呈する。基本構造は、護岸
を盛土により構築しており、骨材に人頭大の
円礫を組み込む。同様の構造は、甲府市東河
原遺跡の近世に帰属する水田においてもみら
れる。H‐8 区付近には取水口が設けられて
おり、その東 3.5 ｍ以上、西 2 ｍの間では、
護岸に２段の石積みが構築される。栗石は無
く石積みを盛土で押さえている。Ⅱ区以東で
は石積みが確認できないことから、取水口付
近に限定して設置された石積み護岸か、もし
くは、蛇行して変化する水流への対処のた
めの構造かもしれない。SD1002の断面を観
察すると、取水口付近では２回の作り替えが
認められる。このことは、水田経営が長期間
継続していたことを示唆しているとともに、
水流により崩れやすい箇所であったと考えら
れる。
　水供給について概観すると、SN01‐02 間
や SN09～11間の畦畔に水口が設置されてい
る。一定の単位で用水路から取水し、その水を
自然流下して、水田内に水を張り巡らせる方法
で水田に水を供給する方法がとられている。

石積み護岸の用水路 SD1002（Ⅰ区部分 東から望む）

第５図　SD1002 断面図（取水口付近）縮尺任意

水口（水田 SN09‐10間畦畔）石積み護岸に付属する取水口
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【水田の区画整備】全体的な景観を見ると、水田を区画
する畦畔は直線的なものに限られており、主軸は基本的
に約 15°東偏している。現地表の水田や建物、道路または
隣接している旧市川高校の建物軸はこの軸に似ているこ
とから、当地域の条里型の地割は、この水田の成立期（13
～ 15 世紀か）までには施工され、現代までその地割を踏
襲しているものと想定する。
　次に水田の区画形状を概観する。区画の形状に規格性
は認められないが、大きく２つの傾向が認められる。１
つは SD1002 以北には南北方向に長い区画で、もう１つ
は SD1002 以南にみられる一辺 20 ｍ以上の規模をもつ比
較的大面積の区画である。南北方向に長い区画に着目し SN01‐05間、SN01‐02間の畦畔を見てみると、それぞ
れ約 40、30cm の段差が設けられた棚田状の区画であることがわかる。これは東高西低の基本地形に対して水
田耕作に適した平坦面を作り出すために、畦畔に段差を設けて傾斜を解消しているものと考えられる。一方で
SD1002 以南では畦畔に段差を設けるものは無く、比較的平坦な土地である。したがって当該地の微地形では、
概ね SD1002 を境に北側は東西方向の傾斜が比較的急であったことを示唆している。整然とならぶ区画に対し蛇
行する用水路の齟齬は、条里型地割と地形の２つの素因に抑制された土地利用の現れであろう。

【水田を襲った氾濫の痕跡】第１面の広範囲で検出した
水田面では、水田表面に氾濫による被災跡が残っている。
氾濫流路は調査区の南東方面から北西方面に放射状に延
びる。特に SD1002 を破壊した流路は被害が大きく、骨
材の礫が露出するほど水田面を深く抉っている。当該地
点においては、SD1002 の南岸が調査区外となっているが、
壁面に見える砂礫層の堆積状況から、SD1002 内を流下す
る水流によるものではなく、SD1002 を横断する水流によ
り破壊されたものと考えられる。一方で、調査区南東部
に当たるM・N‐22・23 区では、軸を変えて北東方面から
南西方面に向かう氾濫流路の一部が認められる。したがっ
て、異なる軸の氾濫流路の延長線が交差する、市川三郷
町役場と調査区の間くらいに氾濫の発生源が求められる
だろうか。
　この河川氾濫により、水田面の広大な範囲に分厚く砂
礫層が堆積し、水田経営は復旧作業などを行うことなく
廃絶したものと考えられる。調査区壁面の堆積状況をみ
ると、この時期を境に少なくとも近世～近代までは陸地
化することなく、砂礫が運搬されるような環境となり、
氾濫原の時期が長期間続くようである。

氾濫の痕跡（骨材の礫が露出している）

氾濫の痕跡②（深く抉られた水田の様子）

段差がある畦畔（水田 SN05‐01間）

7



【第２面の調査成果 概要】水田床土の下約 50cmでは、褐色砂層がみられ、当層を確認面として平安時代～中
世前半の集落跡が見つかった。検出した遺構は、竪穴建物跡 50 軒、掘立柱建物跡１棟、土坑 300 基以上、ピッ
ト 300 基以上、自然流路１条、大溝１条、溝 12 条がある。全体的な遺構分布を概観する。調査区中央では南北
方向に延びる自然流路NR01 を検出した。集落跡の竪穴建物跡は自然流路NR01 の周辺に集中して分布する傾向
があるが、NR01 の埋没後にNR01 の埋土を掘り込んで竪穴建物を作るものもある。集落の後半期には、集落の
周囲に幅約 4ｍ、深さ約 2ｍの大溝が掘り込まれる。集落を区画するためのものとも考えられるが、集落廃絶
後に生産域へと土地利用が変化する状況から、地下水位の上昇のような居住環境の変化に対して、居住域の水
位を下降させる狙いがあった可能性も指摘されている（後述）。

【集落の構成～竪穴建物跡～】
（１）竪穴建物跡 SI03
　竪穴建物跡 SI03 は、E‐7・8区に位置し、南北 2.15
ｍ×東西 2.85 ｍの隅丸長方形の平面プランを呈し
ている。壁高は残存約 0.35 ｍあり、貼り床は建物
の中央に近いところで部分的に確認できたが顕著
ではない。建物の四隅のうち、南東を除く３か所に
柱穴が認められる。建物プランに比べて上端は不整
形であり、埋没過程において壁面が崩落して皿形の
断面形を呈する。カマドは東壁南寄りに作られて袖
石は両側とも残存するが、天井石は焚口部分に崩落
している。
　出土遺物について概観する。遺物の出土はカマド周辺に集中している。遺物組成では、土師器坏、皿、小型甕、
須恵器壺、灰釉陶器碗がある。1～ 3は土師器皿。口径は 11.6 ～ 12.8cm、器高は 2.6 ～ 2.7cm、底径は 3.8 ～ 5.1cm。
2、3 は体部下半をヘラケズリにより成形する。1、2は底部から体部にかけてやや直線的に立ち上がり、口縁部
はやや玉縁状を呈する。3は底部から体部にかけて内湾して立ち上がる。底部は肥厚しており、1、2 とは異な
る器形である。2、3はカマド付近から出土した。2は逆位、3は正位の状態で、背中合わせで出土した。4は土
師器坏。口径 12.6cm、器高 4.7cm、底径 3.9cm。底部から体部にかけて直線的に立ち上がり、口縁部はやや玉縁
状を呈する。体部下半は斜行ヘラケズリにより成形する。口縁部に筋状に煤が付着していることから、灯明皿
として使用したものであろう。5は SI03 南東隅の柱穴付近から出土した。器高 3.8cm 以上、底径 6.3cm の高台
を持つ碗である。内面は黒色処理がされ、放射方向のミガキがみられる。見込み部から体部はやや直線的に立
ち上がる。6は小型甕。口径 18.0cm、器高 14.1cm、底径 7.5cm。外面タテハケ、内面ヨコハケ、指頭圧痕がみ
られる。出土土器は甲斐型Ⅵ期に比定され、新町前遺跡で最古段階（集落形成期）の竪穴建物跡とみられる。

竪穴建物跡 SⅠ03 完掘状況

SⅠ03 カマド遺物出土状況SⅠ03 遺物出土状況（建物南東隅）
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第６図　SⅠ03 平面図、遺物分布図、カマド平面図、出土土器
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（２）竪穴建物跡 SI05
　SI05 は F・G‐3・4区に位置し、南北 2.3 ｍ以上×東
西 3.5 ｍの隅丸方形の平面プランを呈している。主軸
は東へ約 24°振れている。竪穴建物跡の北およそ 20％
は調査区北辺の外にある。壁高は残存約 0.5 ｍある。
明らかに SI05 に伴う柱穴と断定できるものは見当た
らないが、プラン外周にはピットが多い。埋土中では、
遺物の出土が床面付近と上層 1・2 層に集中する。遺
物の型式に大きな差異は認められないが、上層の遺物
は埋没過程で窪地になっているところに投棄されたも
のもあろう。
　床面には土師器坏を主体とする残存度の高い遺物が
数多く散在している。カマドは建物跡の南東隅に設け
られており、構築材の礫が見当たらないことや埋土下
層においてカマド構築材の可能性がある黄褐色ブロッ
クが混在していることから、建物の使用停止時にカマ
ドの破壊行為、構築材の撤去を行い、その後、（建物
内で宴会を行って）廃絶したものと推察する。
　次に出土遺物について概観する。1～11は土師器坏。
寸法により３つに細分することができる。1～ 4 は口
径10.6cm～11.2cm、器高3.8～4.0cm、底径5.8～6.2cm
の小型の坏。5～ 8 は口径 11.4 ～ 11.8cm、器高 3.4 ～
3.8cm、底径 4.6 ～ 6.2cm の口径に比べて器高が低い皿
形の坏。9～ 11 は口径 12.2 ～ 12.6cm、器高 4.6cm、底径 6.0 ～ 6.8cm の大型の坏である。小型坏と大型坏につ
いては、体部から口縁部にかけてやや外湾して立ち上がる傾向が認められるが、皿形の坏については内湾する
ものもみられる。小型の坏の体部は他の区分に比べてやや厚い。また、各区部とも焼成不良であり器質は軟ら
かく、やや粗製の感がある。12 は土師器片口。口径 19.0cm、器高 9.0cm、底径 8.5cm。口縁部に幅 4.0cm の注
口が付く。建物跡西壁周辺から出土した。13 は灰釉陶器碗。口径 13.4cm、器高 6.0cm、底径 6.6cm。灰釉は漬
掛けによる施釉。高台は体部下半の回転ヘラケズリのうえ貼り付ける。口縁端部はやや外反して、内面口唇部
に沈線が１条巡る。東山 72 号窯式。14 は土師器甕。口径 29.2cm、器高 10.8cm 以上。内面はヨコハケ、外面は
タテハケにより調整されている。体部表面には 10 か所以上の種実圧痕がみられる。出土土器は甲斐型Ⅶ期に比
定される。

SⅠ05 片口出土状況

SⅠ05 遺物出土状況（全景）

SⅠ05 カマド周辺遺物出土状況

SⅠ05 遺物出土状況

10



b
a

〈SI05カマド〉

a

b

網かけ…灰釉陶器

第７図　SⅠ05 平面図、遺物分布図、カマド平面図、出土土器
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（３）竪穴建物跡 SI16
　竪穴建物跡 SI16 は、P-14 区に位置し、南北 4.8 ｍ×
東西 3.3 ｍの不整長方形を呈している。主軸は東へ約
30°振れている。壁高は残存約 20cmある。カマドは建
物の南東隅に設けられており、袖石が３石ほど立ち上
がって残存している。天井石や他の袖石は原位置を留
めておらず、東壁付近に散在している。
　床面に焼土と炭化材が北側を中心に散在している状
況から、焼失した竪穴建物跡とわかる。カマド東側の
壁面の被熱が特に激しく、壁面が焼土化している。こ
のことから、出火元はカマドの可能性がある。床面の
炭化材の樹種は、クヌギ節が主体であり多くは建築材
として利用されたものであろう。カマド構築材の礫が
北側に飛散しているようすや、炭化材や焼土が建物北
側に集中する状況から、北側に向かって倒壊したと想
定される。
　出土遺物を概観する。遺物分布は、１個体の破片が
建物跡内に広く飛び散っている状況がある（2・4）。
倒壊時の衝撃によるものかもしれない。１は土師器坏。
２～３は灰釉陶器碗。4は土師器甕。外面をヨコハケ
のちタテハケにより成形している。ハケの方向はやや
乱雑である。出土土器は甲斐型Ⅷ期に比定される。
（４）竪穴建物跡 SI33
　竪穴建物跡 SI33 は、D-13 区に位置し、南北 2.3 ｍ
×東西 2.35 ｍの隅丸方形を呈する小規模な竪穴建物跡
である。主軸はほぼ真北を向く。壁高は約 35cmある。
カマドは建物の南東隅に設けられている。遺物は建物
の南東に集中して分布しており、カマド周辺ほど多い
傾向がある。カマド本体は袖石と天井石が遺存してい
るが、部分的に崩落している。カマド内には小型甕（10）
が、カマドに向かって右側には灰釉陶器壺の底部（11）
が開口部を突っ込む形で残置されていた。

SⅠ16 炭化材検出状況

SⅠ16 カマド遺物出土状況

SⅠ33 完掘状況

SⅠ33 カマド灰釉陶器甕底部出土状況SⅠ33 遺物出土状況
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　出土遺物を概観する。1～ 5は土師器坏。6～ 9は土師器皿。いずれも口縁端部は玉縁状を呈し、体部下半は
斜交方向に手持ちヘラケズリを施す。2は体部に「刀」の墨書がある。土師器坏には、寸法により大小２種類の
規格が認められる。10 は小型甕。外面はタテハケ、内面はヨコハケと粘土帯部分に指頭圧痕がみられる。11 は
灰釉陶器壺底部。出土土器は甲斐型Ⅵ期に比定される。

網かけ…灰釉陶器

第 8 図　SⅠ16 平面図、カマド平面図、出土土器
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SⅠ33

網かけ…灰釉陶器

第９図　SⅠ33 平面図、遺物分布図、カマド平面図、出土土器
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SⅠ36 完掘状況

SⅠ36 カマド周辺遺物出土状況

SⅠ36 カマド

SⅠ36 遺物集中下の貯蔵穴SⅠ36 カマド北側の遺物集中

（５）竪穴建物跡 SI36
　竪穴建物跡 SI36 は J・K‐21 区に位置し、南北 4.0
ｍ×東西 3.9 ｍの隅丸方形の平面プランを呈する。主
軸はほぼ真北を向く。壁高は残存約 15cm ある。建物
跡の南西隅は砂礫層により削平されており、平面プラ
ンが明瞭ではない。カマドは東壁のやや南寄りに構築
されており、天井石は無く袖石が明瞭に残存している。
カマド内には支柱石が原位置を留めている。カマド内
土層は、1～ 4 層が下凸上に堆積しているようすが見
て取れる。1層はカマド構築材かもしれない。2・3 層
は煙道内堆積土と思われる。
　カマド周辺では、多量の土師器が散在している。
カマド内には土師器甕の破片が多く出土し、カマドの
周囲では土師器坏もしくは土師器皿が多い。特にカマ
ド北側では土師器坏及び皿が残置されているようすが
認められる。土師器皿（10・13）は重ねて置かれてい
る。その他の坏・皿も正位で配置されており、11 の土
器内土壌には、動物骨が混入している。このことから、
生活の最中に残置されたものがそのまま検出したもの
と考えられる。したがって、SI36 については、災害な
どの突発的な要因により竪穴建物の廃棄を余儀なくさ
れたと想定される。周辺の堆積土の状況から、河川氾
濫によるものと推察する。
　出土遺物を概観する。1～ 8は土師器坏。土師器坏は
寸法により2 種類に分類される。1～6 は口径 11.7cm
～13.2cmの小型のタイプで 7・8は口径14.7cm～15.4cm
の大型のタイプ。9～16は土師器皿。土師器坏・皿は、
底部ヘラケズリ、体部下半は手持ちによる斜交ヘラケ
ズリにより調整される。口径は 11. 2 cm～12.4 cmで、
いずれも同規格品である。口縁部は玉縁状を呈する。
17・18 は土師器甕。内面はヨコハケ、外面はタテハケ
により調整される。
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第 10 図　SI36 平面図、カマド平面図、遺物集中平面図、出土土器
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【集落の構成～川跡～】
　川跡NR01 は第１次調査区の中央を南北に貫く形で
検出した。幅約 5ｍ、深さ約 0.5 ｍで、調査区南から
北へ流れ、調査区北西隅で西に流れを変える。川底に
は約５ｃｍ以上の小礫が薄く堆積しており、礫層内に遺
物が多く混入する。出土遺物には、土師器坏・皿・甕
等があり、少量の灰釉陶器碗や緑釉陶器皿が含まれる。
　出土遺物は川底の礫層は甲斐型土器Ⅵ期が主体的で
あり、上層はⅦ期～が主体的になる。この傾向から、
NR01 の埋没はⅦ期段階から始まり、遅くともⅧ期まで
に完全に埋没すると推測する。Ⅲ区では、NR01 の埋
没後に構築された竪穴建物跡が存在するため（SI23、
37、44）、集落が営まれている間に埋没している。ま
た、調査区南東隅方面から北西方面に流入する氾濫に
よる砂礫層（第５図網掛け部分）は、Ⅲ区中央部の壁
面断面よりNR01 に流入していることから、集落経営
中に河川氾濫による被災してNR01 に土砂が流入した
ことが埋没を許容した要因かもしれない。なお、Ⅲ区
壁面にみられる礫層内からも土器が出土していること
から、上流部において遺構を巻き込んだ可能性も指摘
できる。

NR01（Ⅰ区）完掘状況

NR01（Ⅰ区）土層断面図（Ⅰ区西壁）

NR01（Ⅰ区）出土遺物集合NR01（Ⅲ区）礫流入状況（Ⅲ区中央南壁）

NR01（Ⅰ区）緑釉陶器皿出土状況NR01（Ⅲ区）土師器坏出土状況
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【集落の構成～大溝～】
　大溝 SD4004 は、調査区の南東隅において検出した
幅約 4ｍ、深さ約 2ｍのＶ字状を呈している。土層断
面を観察すると、底面付近には、グライ化したシルト
層が堆積し、その上部には人頭大の礫が西岸から流れ
込むように堆積している。東岸付近には礫の堆積が認
められないことや、礫を取り巻く基質層に砂礫が含ま
れないことから、人為的に礫を大溝内に投棄したもの
と考えられる。また、礫が最下層のシルト層上部で留
まっているようすから、大溝底部がある程度埋没した
後に、礫の投棄行為が行われたことが指摘できる。ま
た、詳細は本報告に委ねることとするが、第２次調査
において大溝 SD4004 の対となる同軸の大溝が検出し
ている。このことから、竪穴建物跡や掘立柱建物跡を
検出した居住空間を取り囲むように大溝が巡っていた
ことがわかっている。ただし、大溝外にも竪穴建物跡
が展開することから、大溝の掘削時期、機能について
は検討の余地がある。
　大溝の機能を検討することを目的として、堆積土に
対して珪藻分析を実施した。分析の結果、溝内に流水
が認められる時期は存在するものの、やや淀むような
環境が長期間継続していたことが指摘されている。また、令和元年度に実施した新町前遺跡（第２次）発掘調
査において、（株）古生態研究所の辻本裕也氏にご教示いただいた成果では、「水門条件の変化に伴う湿潤化によ
り居住域は廃絶した」ことも指摘されている。SD4004 底付近から 13 世紀代の遺物が出土しており、大溝が機
能し、埋没を開始する時期は居住域の終焉期に該当する。このことから、湿潤化に対する居住空間の水抜きを
目的とした大溝の可能性があり、大溝の埋没とともに居住域の廃絶が進んでいったと考えられる。

【集落の構成～掘立柱建物跡 SB01 ～】
　掘立柱建物跡 SB01 は、調査区南西部に位置する２間×５間の総柱の掘立柱建物である。それぞれの柱穴底部
には礎盤石が配されている。柱穴は、竪穴建物跡を検出した検出面よりも上面、第１面の水田床土を形成する
土層直下から掘り込まれていることが壁面の土層断面から観察することができ、竪穴建物跡の時期からやや遅
れて構築されたものと考えられる。

SB01 柱穴の土層断面SB01 完掘状況

SD4004 完掘状況

SD4004 土層断面
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４．まとめ

（１）新町前遺跡の土地利用の変遷
　第１次調査では、甲斐型土器Ⅵ～中世にかけての遺構を確認している。当該時期の遺構について、変遷を検
討し、土地利用の変化をみてみる。集落形成期（第１段階）は甲斐型土器Ⅵ期に帰属する遺物を主体とする遺
構群である。川跡NR01 をはじめ、川跡の左岸を中心に竪穴建物が点在する。竪穴建物跡は北東方向に傾く傾
向にあるが、SI03 のみやや西に傾く。この傾向について遺構配置を見渡すと SI03 は NR01 がやや西に傾く場所
にあり、SI03 も同様の傾きを示す。したがって、当該期の建物はNR01 に建物配置が迎合していることが指摘
できる。第２段階は甲斐型土器Ⅶ期に帰属する遺物を主体とする遺構群である。竪穴建物跡の数が増加する傾
向が認められる。建物の軸は、前段階を踏襲している。NR01 には砂礫層が流入しているようすが見て取れ、当
該期にNR01 の埋没跡に竪穴建物跡を構築するものもある。第３段階は集落の最盛期にあり、竪穴建物跡の数、
密度が最大になる。第２段階～第３段階にかけての竪穴建物跡には鍛冶炉を持つものもある。第１次調査では、
鉄滓や鞴羽口、溶融土器などの小鍛冶に関わる遺物が数多く出土しているほか、刀子、鉄鏃などの鉄製品の出
土が認められることから、当該期の経済基盤として鍛冶が行われていた可能性もあるだろう。第４段階は甲斐
型土器Ⅸ期に帰属する遺構群である。竪穴建物跡の軒数は極端に減少する傾向がある。第５段階は甲斐型土器
Ⅹ期以降の遺構群である。当該期に帰属する明確な竪穴建物跡は SI30 の１軒のみである。その他の遺構では、
掘立柱建物跡SB01や大溝SD4004が当段階に当たる。前述したとおり、居住空間としての環境が保たれなくなり、
居住空間を囲繞する大溝を掘削して土地の水抜きを試みた時期になる。大溝の埋没とともに当該土地の地下水
位の上昇により、居住空間としての利用を断念し、水田や畑といった生産域への土地利用へと変遷していく。

（第３段階）（第２段階）

（第５段階）

（第 1 段階）

（第４段階）

第 11 図　土地利用の変遷
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（２）市川大門地域の空間構成
　新町前遺跡を取り巻く地形を鑑みると、当該地は必ずしも居住空間としての利用に適した土地ではないこと
がわかる。北約 2kmには笛吹川と芦川の合流地点がある扇状地の端部に位置しており、芦川の流路が頻繁に移
動することにより、水害の被害が頻発したことは想像に易い。また、発掘調査の成果からも、第１面では手指
様に幾筋も広がる河川氾濫流路が検出したほか、水田用水路を破壊するほどの営力を持つ水害に被災した状況
も見て取れる。一方で、周辺の地形を見渡すと扇状地縁辺部には自然堤防や台地があり、集落を形成するのに
適した土地が無いわけではなく、周知の埋蔵文化財包蔵地は扇状地縁辺部に集中している。では、なぜこのよ
うな土地に居住域を展開しようとしたのだろうか。
　新町前遺跡が所在する芦川の扇状地は、東西約3ｋｍ×南北約 2 .5ｋｍの小規模な地形単位である。より巨視
的に見てみると甲府盆地縁辺部の南東隅に当たり、富士川が盆地を流出する地点を望む地域である。また、中
道往還を上九一色村で分岐して芦川沿いを下る道が甲府盆地に出ると市川大門に出る。市川大門地域はこうし
た交通路の要衝に当たる地域にある。また一方で微視的に見ると台地上には天台宗の甲斐国の拠点である平塩
寺や延喜式内社の一つである弓削神社、時代は下るが 12 世紀前半に源義清が配流された伝平塩館などの拠点的
な施設が占拠している。また、扇状地西端部に南北に展開する自然堤防上には、現在のところ中世以前の遺跡
は知られていないが近世には市川陣屋を擁する市川大門村が展開しており、当該期の居住空間利用として優先
度が高いように考えられる。これらの周辺環境を鑑みると、新町前遺跡の古代集落が展開した地域においても、
台地上や自然堤防上には拠点的施設を構える有力者層が点在しており、その有力者層を支える一般層は、居住
域を扇状地の中でも低地地域に選ばざるを得なかった可能性が高く扇状地全体として階層的な土地利用がなさ
れていたことが指摘できよう。特に今回の発掘調査で見つかった竪穴建物跡の中には、礫層の地山を掘り込ん
で構築されたものも存在しており、明らかに居住空間としての適合度は低いと言える中で、（他に居住に適して
いると思われる土地が存在するのにも関わらず）数百年に渡って集落が形成されているのである。このことは
つまり、巨視的に見た甲斐国（甲府盆地）の要衝という好立地と微視的に見て扇状地という狭小地で土地利用
を制限された矛盾が一般集落の低地選地というかたちで表れていると考えられる。

礫層上につくられた竪穴建物跡（SⅠ25）

礫層上につくられた竪穴建物跡（SⅠ30）

第12図　市川大門地域の空間構成
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